
大川村プロジェクト工程表

プロジェクトの概要等 現状・課題と取組の方向性 成果目標（H32年度末）

　高齢者の暮らしを守り、若者が住み続けられる
村を実現するため、次の取り組みを実施する。

（１）集落活動センターを活用した観光・交流の取
り組みによる村内への入込客の増加や、セン
ターで提供する飲食メニューの充実と特産品販
売の拡大等による収益の拡大を図る。

（２）村内の移動手段の確保や買い物ができる環
境づくりについて、貨客混載も活用しながら推進
していく。

【現状・課題】
・保育園や小中学校、デイサービスへ給食の提供を行っているが、施設以外の展開まで取り組めていない。
・村の特産品（土佐はちきん地鶏など）を活かした飲食の提供を行っているが、村でしか食べられないメ
ニューの提供など、もう一段の取り組みが必要。
・村内の農産物や加工品の販売を行っているが、特色ある土産品など、拡販に向けたさらなる取り組みが必
要。
・村内の路線バスは、村を横断する幹線（県道17号）に限られており、各集落まで運行されていない。
・新聞（朝刊）が朝に配達されない地域があるなど、物流においてハンディキャップを負っている。

【取組の方向性】
・結いの里を起点、結節点として、【白滝の里】⇔【結いの里】⇔【早明浦ダム湖】と繋がる軸を意識した取り組
みを推進する
・各集落まで運行される、より利便性の高い新たな移動手段のしくみを構築する。
・貨客混載を活用しながら、物流のハンディキャップを緩和するためのしくみを構築する。

○集落活動センターでの新規雇用者数　２名

取組内容及び実施主体 H29 H30 H31 H32

◆　観光振興の強化

（取組内容）
・早明浦ダム湖のウォータースポーツやサイクリング
イベント等とタイアップした飲食・物販等、集落活動セ
ンターを活用した観光事業の強化
（観光・交流部会との連携により実施）
・村の窓口機能として、観光・交流情報の発信強化

（実施主体）
大川村
大川村集落活動センター結いの里運営協議会

◆　新たな移動手段・物流の仕組みの構
築

（取組内容）
　貨客混載を活用しながら、より利便性の高い新たな
人流と物流の仕組みを検討、導入する。

（実施主体）
大川村
大川村集落活動センター結いの里運営協議会

部会 生活支援部会 プロジェクト 集落活動センターにおける活動の充実と新たな人流・物流の仕組みの構築

◆　飲食・物販の充実

（取組内容）
・オリジナリティがあり、継続して提供できるメニュー等
の開発
・村で収穫・加工した農作物や特産品等の生産拡大、
情報発信、PR強化を図り、販売を拡大
・高齢者宅などへの配食サービスを実施

（実施主体）
大川村集落活動センター結いの里運営協議会

【集落活動センター】

メニュー案の検討、試作

新メニューの提供

集落活動センターを活用した観光機能の強化・連携

【集落活動センター】

・体験型観光とのタイアップ（ウオータースポーツ（SUP等）・サイクリングなど）
・情報発信の強化（SNSの活用、案内機能強化）

仕組みの検討

仕組みの実証

【大川村】【集落活動センター】

検討会で取りまとめたスキーム案に

ついて、実証実験の実施と検証

仕組みの運用

【大川村】【集落活動センター】

実証実験の検証を踏まえ、本格運行

村をアピールする新メニューの開発

配食サービスの展開

【集落活動センター】

実証実験の検証を踏まえ、希望する高齢者等への

配食サービスを展開

仕組みの検討

仕組みの実証

お土産品の開発 お土産品の販売

【県】【大川村】

貨客混載推進検討

会

などにおいて，新た

【大川村】

【集落活動センター】

検討会で取りまとめ

た

スキーム案について、

農作物・特産品等の生産や販売の拡大

【集落活動センター】

検討会の開催、試作

【集落活動センター】

住民への定期的、継続的な広報

食鳥処理・加工施設との連携強化

SNS等を活用した情報発信

【県】【大川村】

貨客混載推進検討会などにおいて、

新たな人流と物流のしくみを検討

＜大川地域部会の開催＞

　第１回 1/17、第2回 2月（予定）、第3回 3月（予
定）

＜人流の検討候補＞

　・住民運送

　・観光客の運送

＜物流の検討候補＞

　・農産物集荷　　・配食サービス


